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部の 1 対の凹陥もモリモトのほうが強く印され，
後角付近の大点刻も大きく，また深い．御蔵島産
はモリモトの特徴に合致している．

また，御蔵島産では触角第 3 節は第 4 節より
も明らかに長いため，Sasaji (1988) および佐々治

（1989）によって示された検索表による同定では，
当初，御蔵島産の個体群はムナグロと同定するの
が妥当ではないかと考えていた．しかしながら，
モリモトチビキカワムシのタイプ標本を調査した
ところ，第 4 節より第 3 節のほうがわずかに長い
ことが確認された．

体型は下膨れ気味の体型をしているムナグロに
対して，モリモトでは体の最大幅となる上翅のほ
ぼ中央から翅端までの側縁部の曲線がより直線的
である．この点でも，御蔵島産はモリモトに近い
特徴が認められる．

以上のことから総合的に判断して，御蔵島で今
回得られた個体群は，モリモトチビキカワムシと
考えられた．

外部形態から雌雄の区別はしにくいが，雄は複
眼の突出程度がやや甚だしいようである．体長は
本属では普通のことと思われるが，変異の幅があ
り，御蔵島で得られた個体群の体長は 1.5 ～ 2.3 
mm だった．
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【短報】ニセマルハナノミの富士山における記録
ニセマルハナノミ Declinia versicolor Sakai et Satô 

は , Sakai & Satô (1996) に よ っ て , 大 陸 の Declina 
relicta とは独立な種であるとして記載されたもの
で，日本においては 1 科 1 属 1 種の種である．

採集記録は，本州および四国の山地（以下，引
用文献がないものは Sakai & Satô (1996) による；群
馬県：片品村（亀澤，1998）；埼玉県：大滝村（新
井，2004）；神奈川県：丹沢；山梨県：須玉町（木
元，1997）；長野県：北沢峠，長谷村；岐阜県：日
和田・千間樽高原；岡山県（渡辺，2008）；愛媛県：
小田深山），および北海道（平野，2005）に局所的
に散在している．

筆者は富士山において採集しているので報告する．
１♀, 山梨県富士鳴沢林道 , 9. VII. 2009, 大木裕保

管 ．
標本を同定していただいた平野幸彦氏，および

お世話になった日下部良康氏に心からの謝辞を申
し上げる．
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